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研究成果概要 

我々は独自に開発した三次元ガス飛跡検出器「マイクロ TPC」を用いた方向に感度を

持つ暗黒物質探索実験「NEWAGE」を提唱、平成 17 年度より ICRR 共同利用研究、平

成 19 年度より地下実験を行っている。平成 30 年度は、 

① 低 BG 化した検出器による方向に感度をもつ暗黒物質探索 

② 地下実験室での中性子フラックス測定 

③ 検出器高感度化のための基礎開発 

を行った。 

① については、平成 29 年度に地下実験室の装置に導入した、α線放出量の少ないμ

-PIC（low-α μ-PIC）を用いた方向に感度を持つ暗黒物質探索実験を行った。平

成 30 年 6 月から 12 月までの観測のうち約 100 日のデータの解析により、従来の

μ-PIC を用いた観測よりも 1 桁以上のバックグラウンドの低減が確認された(図

1)。この結果を[1]として、国際会議で口頭発表を行った。 

② に関しては、平成 28 年度より早稲田グループと協力して地下実験室での中性子フ

ラックスの測定を行っている。以前の測定でも用いられたヘリウム 3 の比例計数

管による測定に加えて、早稲田グループを中心とする液体シンチレータの測定を

行い、エネルギースペクトルに関する情報を得ることを目的とした測定を進めて

いる。平成 30 年度には、ヘリウム 3 を用いた測定結果に関して、岩盤の組成や水

分含有量などの不定性をシミュレーションとあわせて論じ、エネルギースペクト

ルの推定を含む論文を[2]として公表した。 

③ については、今後の検出器の高感度化のキーとなる、「陰イオンガス TPC」の基礎

開発を進めた。陰イオンガス TPC では、電子をドリフトする通常の TPC と異な



って、陰イオンをドリフトする。拡散が小さいという特徴に比べて、SF6ガスを用

いるとドリフト速度の違う複数の陰イオンが生成され、検出面への到達時間差を

用いてドリフト方向の絶対距離を知ることができる。セルフトリガーの TPC でこ

れまで不可能だった絶対位置の測定により、バックグラウンドを一層低減するこ

とが可能となる。平成 30 年度はこれまでに製作した IC を用いた飛跡検出実試験

を行うとともに、IC の性能評価について[3]として発表した。 
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図 2 ヘリウム 3 検出器によって測定され

結果を用いて推定された中性子エネルギ

ースペクトル(実線)[2]。従来の熱分布+1/E

で予想されるスペクトルにはないバンプ

がシミュレーションによって示唆され、他

手法による確認を予定している。 

 

図 1 平成 30 年度の暗黒物質探索実験で

得 ら れ た エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル

（RUN22）[1]。以前の観測（RUN14）

よりもバックグラウンドが 1 桁以上低減

された。 
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